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(57)【要約】
　【課題】ファイル等に綴じ込んだ状態で好適に収納さ
れ、所要のものを探し出し易いメディア収納ケースを提
供する。
　【解決手段】本発明に係るメディア収納ケースＣは、
折畳状態（Ｐ）と当該折畳状態（Ｐ）から展開して内側
を開放させた展開状態（Ｑ）とをとり得るベース１と、
当該ベース１の内側に止着することより複数のポケット
４を形成し得るポケット形成部材２と、折畳状態（Ｐ）
におけるベース１の一端縁に形成され、綴じ具等により
綴じることができる綴じ部５と、ベース１に形成され折
畳状態（Ｐ）におけるベース１の自由端に係り合うこと
により折畳状態（Ｐ）を保持し得る保持片６とを具備す
ることを特徴とする。
　【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
折畳状態と当該折畳状態から展開して内側を開放させた展開状態とをとり得るベースと、
当該ベースの内側に止着することより複数のポケットを形成し得るポケット形成部材と、
折畳状態における前記ベースの一端縁に形成され、綴じ具等により綴じることができる綴
じ部と、
前記ベースに形成され折畳状態における前記ベースの自由端に係り合うことにより前記折
畳状態を保持し得る保持片とを具備することを特徴とするメディア収納ケース。
【請求項２】
前記ベースの他端縁まで前記ポケットを形成するとともに前記折畳状態において前記ベー
スの他端縁の内側を露出させ、前記ポケットの内部を前記ベースの端縁の内側を視認可能
に構成することにより見出し部を設けたものとしている請求項１記載のメディア収納ケー
ス。
【請求項３】
前記折畳状態における前記ベースの他端縁に前記自由端を設定し、当該自由端に保持片を
設けている請求項１又は２記載のメディア収納ケース。
【請求項４】
前記折畳状態における前記ベースの一端縁に前記自由端を設定し、当該自由端に保持片を
設けている請求項１又は２記載のメディア収納ケース。
【請求項５】
前記展開状態とした前記ポケットの開口端において前記ベースと前記ポケット形成部材と
を自由に接離させ得る挿入補助部を具備している請求項１、２、３又は４記載のメディア
収納ケース。
【請求項６】
前記ベースとポケット形成部材との間の空間を複数のポケットに仕切る保護シートをさら
に有するものとし、
前記ベースに面する前記ポケットの開口端において前記ポケット形成部材と前記保護シー
トとを重層させてなる請求項５記載のメディア収納ケース。
【請求項７】
前記ベースに面する前記ポケットの開口端において前記ポケット形成部材を重層させて、
前記重層させて形成したポケット形成部材が、さらに他のポケットを形成している請求項
５又は６記載のメディア収納ケース。
【請求項８】
前記ポケットが、当該ポケットの開口端の中央に位置付けたスリットをさらに具備してい
る請求項５又は６記載のメディア収納ケース。
【請求項９】
前記ベースを採光性を有するものとしている請求項１、２、３、４、５、６、７又は８記
載のメディア収納ケース。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、コンパクトディスク（ＣＤ）、デジタルバーサタイルディスク（ＤＶＤ）な
どのディスクを収納するためのメディア収納ケースに関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　従来、たとえば可撓性を有する樹脂製のシートや、例えば不織布などの保護シートを適
宜止着することによって、一般に販売されているような音楽ＣＤ並びに映像を記録したＤ
ＶＤやそれに付属するジャケット等の付属物を、購入時に梱包している硬質のケースから
取り出して、入れ替え保管しておくことができるメディア収納ケースが種々提案されてい
る（たとえば、特許文献１及び特許文献２参照）。
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【０００３】
　これらのものは、上記販売時に用いられる硬質のケースに比べて、多くの場合厚みを薄
く構成し得ていることから、コンパクトに収容することが可能となっており、多くのＣＤ
やＤＶＤを所有・保管している使用者にとっては収納場所を大きく節約することが可能と
なるために、広く用いられている。
【０００４】
　そしてこれらのようなものの中でも、上記特許文献に記載したようなものは、光ディス
ク等のメディアを収納したメディア収納ケースを、一端側に設けた綴じ部を介して綴じ具
を有するファイルに綴じ込んだ状態で保管することができるので、整理や運搬するために
さらに好適なものとなっている。
【特許文献１】特開２００２－２８４２７７号公報
【特許文献２】特許第４０７０６９４号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　しかしながら、このようなメディア収納ケースを折畳状態で一端側を綴じ込んで保管す
る場合、自由端からベースが開成してしまうため、ファイルに複数のメディア収納ケース
を綴じ込んだ場合、所要の光ディスク等のメディアを取り出すために検索する際にはメデ
ィア収納ケースが不必要に展開状態となってしまい、かえって検索に手間を要するものと
なってしまうことや、折り畳んだベースが開成してファイルの他端縁からさらにはみ出し
てしまい、検索を終えた後にはそれらを再び折畳状態へと戻さ無ければいけないといった
ことが起こり得るものとなってしまう。
【０００６】
　本発明は、このような不具合に着目したものであり、ファイル等に綴じ込んだ状態で好
適に収納され、所要のものを探し出し易いメディア収納ケースを提供する。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　本発明は、このような目的を達成するために、次のような手段を講じたものである。す
なわち、本発明に係るメディア収納ケースは、折畳状態と当該折畳状態から展開して内側
を開放させた展開状態とをとり得るベースと、当該ベースの内側に止着することより複数
のポケットを形成し得るポケット形成部材と、折畳状態における前記ベースの一端縁に形
成され、綴じ具等により綴じることができる綴じ部と、前記ベースに形成され折畳状態に
おける前記ベースの自由端に係り合うことにより前記折畳状態を保持し得る保持片とを具
備することを特徴とする。
【０００８】
　このようなものであれば、メディア収納ケースを綴じ込んで保管する場合、自由端から
ベースが開成することもなく、ファイルに複数のメディア収納ケースを綴じ込んだ場合で
あってもメディア収納ケースが不必要に展開状態となってしまい、所要の光ディスクとい
ったメディアの検索に手間を要するものとなってしまうことや、折り畳んだベースが開成
してファイルの他端縁からさらにはみ出してしまうという不具合を有効に回避することが
できる。そうすることにより、より収納しやすく、且つより整理し易いメディア収納ケー
スを提供することができる。
【０００９】
　折畳状態においてもポケットに収納したものを明確に視認するためには、ベースの他端
縁までポケットを形成するとともに折畳状態においてベースの他端縁の内側を露出させ、
ポケットの内部をベースの端縁の内側を視認可能に構成することにより見出し部を設ける
ことが望ましい。
【００１０】
　そして、所要のメディアの検索を迅速に行い得るものとするためには、折畳状態におけ
るベースの他端縁に自由端を設定し、当該自由端に保持片を設けたものが望ましく、他方
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、折り畳んだベースが開成してファイルの他端縁からさらにはみ出してしまうという不具
合を有効に回避するためには、折畳状態におけるベースの一端縁に自由端を設定し、当該
自由端に保持片をも設けたものとすることが望ましい。
【００１１】
　メディアや付属物の収納や取り出しを速やかに行い得るものとするためには、展開状態
としたポケットの開口端においてベースとポケット形成部材とを自由に接離させ得る挿入
補助部を設けることが望ましい。
【００１２】
　そしてメディアを好適に収納しつつベースに面するポケットをさらに開口させ易いもの
とするためには、ベースとポケット形成部材との間の空間を複数のポケットに仕切る保護
シートをさらに有するものとし、ベースに面するポケットの開口端においてポケット形成
部材と保護シートとを重層させることが望ましい。
【００１３】
　メディアのみならず、当該メディアの購入時に付帯している種々の付属物を整理し易い
構成とするためには、ベースに面するポケットの開口端においてポケット形成部材を重層
させて、重層させて形成したポケット形成部材が、さらに他のポケットを形成することが
好ましい。
【００１４】
　メディアや付属物をさらに収納及び取り出し易いものとするためには、ポケットの開口
端の中央に位置付けたスリットをさらに設けることが好ましい。
【００１５】
　そして、収納する光ディスク等のメディアの視認性を向上させて、さらに所要のものを
検索しやすいものとするためには、ベースを採光性を有するものとして折畳状態において
もベースを介してポケットに収納したものを視認するし得るものとすることが好ましい。
【発明の効果】
【００１６】
　本発明によれば、メディア収納ケースをファイル等に綴じ込んで保管する場合、自由端
からベースが開成してしまうということも、ファイルに複数のメディア収納ケースを綴じ
込んだ場合にメディア収納ケースが不必要に展開状態となってしまい検索に手間を要する
ことも、折り畳んだベースが開成してファイルの他端縁からさらにはみ出してしまうとい
うことも有効に回避することが可能となる。そうすることにより、より収納し易く、且つ
より整理し易いメディア収納ケースを提供することが可能となる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１７】
以下、本発明の一実施の形態について図面を参照して説明する。
【００１８】
　本実施形態に係るメディア収納ケースＣは、市販の音楽ＣＤといったメディアたる光デ
ィスクＤやそれに付属するジャケット等の付属物Ｊを含めた全てを、購入時に梱包してい
る硬質のケースから取り出して、入れ替えてコンパクトに保管しておくためのものである
。
【００１９】
　具体的には、メディア収納ケースＣは図１、図２、図３及び図４に示すように、折畳状
態（Ｐ）と当該折畳状態（Ｐ）から展開して内側を開放させた展開状態（Ｑ）とをとり得
るベース１と、当該ベース１の内側に止着することより複数のポケット４を形成し得るポ
ケット形成部材２と、ベース１とポケット形成部材２との間の空間を複数のポケット４に
仕切る保護シート３とを適宜裁断並びに止着することによって、光ディスクＤや、ジャケ
ット等の付属物Ｊを収納することができる、後述するディスク収納部４１２やジャケット
収納部４１１、４２１、そして帯収納部４２３といった複数のポケット４を形成したもの
である。
【００２０】
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　ここで、本実施形態に係るメディア収納ケースＣは、上述したベース１とポケット形成
部材２とに加え、折畳状態（Ｐ）におけるベース１の一端縁に形成され、綴じ具等により
綴じることができる綴じ部５と、ベース１に形成され折畳状態（Ｐ）におけるベース１の
自由端に係り合うことにより折畳状態（Ｐ）を保持し得る保持片６とを具備することを特
徴とするものである。
【００２１】
　以下、斯かるメディア収納ケースＣの構成について、具体的に説明する。
【００２２】
　ベース１は、図１乃至図４に示すように、例えば透明又は採光性を有する可撓性シート
によってなるものであり、二つ折りに折り畳んだ折畳状態（Ｐ）と当該折畳状態（Ｐ）か
ら展開して内側を開放させた展開状態（Ｑ）とをとり得るものとしている。具体的には、
ベース１は、ベース１の主体をなすベース本体１ａと、本実施形態では綴じ部５を位置付
けた一端縁たる一端部１ｂと、ベースの自由端となる他端縁たる他端部１ｃと、綴じ部５
の位置において折り畳み可能なヒンジ状の折畳線１ｄとを有している。そして本実施形態
に係るメディア収納ケースＣは、図２に示す展開状態（Ｑ）において、一端部１ｂは中央
に位置付けられるとともに他端部１ｃは両端に位置付けられるものとなっている。
【００２３】
　ポケット形成部材２は、図１乃至図４に示すように、ベース１を構成している可撓性シ
ートをそのまま折り返したり、ベース１の内側に直接或いは保護シート３を介して例えば
溶着などによって止着したりすることよって、複数のポケット４を形成しているものであ
る。なお本実施形態ではポケット形成部材２は、ベース１とは別体のものにおいても上記
ベース１と同じ材料である可撓シートによって構成している。
【００２４】
　保護シート３は、例えば不織布といった、接触するものに対して摩擦などによる損傷を
極めて起こし難い素材によって構成されているものである。当該保護シート３は、ポケッ
ト形成部材２とベース１とに所定の位置で溶着などにより止着されることで、それらの間
を仕切るように設けられている。そしてベース１とポケット形成部材２との間の空間に複
数のポケット４を形成することによって、その一方のポケット４を、光ディスクＤを好適
に収納し得るディスク収納部４１２として、光ディスクＤの記録面に対する衝撃や当該保
護シート３との摩擦から、好適に保護し得るものとなっている。そして当該保護シート３
は、本実施形態では、ベース１に面するポケット４の開口端においてポケット形成部材２
と重層させるように設けている。
【００２５】
　ポケット４は、図１、図２及び図４に示すように、展開状態（Ｑ）とした場合に開口端
を露出させることによって、光ディスクＤや、当該光ディスクＤに付帯する付属物Ｊを収
納並びに取り出しをし得るものである。そしてこのポケット４は、光ディスクＤを収納す
るためのディスク収納部４１２の他に、ベース１に接し且つ開口端を互いに対面させて設
けたジャケット収納部４１１、４２１と、ポケット形成部材２を重層させることにより、
上述のディスク収納部４１２に開口面を対向させるように設けた他のポケットたる帯収納
部４２３とを有している。ジャケット収納部４１１、４２１は、上述の通りベース１が採
光性を有することから、付属物Ｊがベース１を介して視認可能となっており、ベース１の
他端部１ｃまでポケット４を形成している。そしてこれらジャケット収納部４１１、４２
１は、開口端の上下両端にアールを設けるとともにベース１との止着箇所の端部を離間さ
せることによって、ベース１とポケット形成部材２とを自由に接離させ得る挿入補助部４
２１ａと、ベース１と保護シート３とを自由に接離させ得る挿入補助部４１１ａとを設け
ている。
【００２６】
　そして、一方のジャケット収納部４１１における開口端から最も離間した領域は、保護
シート３の縁部を超えて付属物Ｊを挿入し得るものとしており、当該保護シート３の縁部
を超えた所定の領域は例えば市販のＣＤの付属する背タイトルの面積に略対応させて形成
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しているとともに、保持片６が後述の通り採光性を有するように構成して外部から視認可
能とすることにより、本発明に係る見出し部４１１ｄを構成している。
【００２７】
　他方ディスク収納部４１２は、開口端の上下両端にジャケット収納部４１１、４２１に
端が揃うようにアールが形成されるとともに、保護シート３とポケット形成部材２とを自
由に接離させ得る挿入補助部４１２ａを有するとともに、ポケット４の開口端の中央に位
置付けたスリット４１２ｃをさらに具備している。スリット４１２ｃは、本実施形態では
、ディスク収納部４１２の開口端中央から光ディスクＤの中央に対応する箇所を超えて当
該箇所から保護シート３とポケット形成部材２との止着部分の手前まで延伸させて形成し
ている。そして帯収納部４２３は、ジャケット収納部４２１に対してポケット形成部材２
をさらに重層させて形成したものであり、購入時に付属するケースの背に付着している帯
状の付属物Ｔの寸法に対応させている。
【００２８】
　綴じ部５は、ベース１を構成する部材を折り返して所定箇所を止着することによって形
成した、綴じられるための領域である綴じ代５ａと、綴じ代５ａに市販の２穴タイプの綴
じ具に綴じることができるように設けた綴じ穴５ｂとを有している。本実施形態では綴じ
穴５ｂの構成を２穴タイプの綴じ具に対応させた対応を図示しているが、綴じ部５の構成
は斯かる構成に限られることはなく、既存の種々の綴じ具に対応し得るように構成するこ
とが可能である。
【００２９】
　しかして本実施形態に係るメディア収納ケースＣは、折畳状態（Ｐ）を保持するための
保持片６を具備しているものである。
【００３０】
　保持片６は、本実施形態ではベース１を形成する部材を折畳状態（Ｐ）における自由端
である他端部１ｃから折り返して形成した折り返し部６ａと、折り返し部６ａ近傍から一
定寸法、一端側へ向けて上下端を止着して、当該保持片６のベース１に対する開成動作を
抑制するための止着部６ｂとを有するものである。そしてこの保持片６は、保持片６は採
光性を有するもの、すなわち保持片６を介した先方を透視可能としているので、他端部１
ｃにおいて上述の見出し部４１１ｄを保持片６を介して視認可能なものとなっている。
【００３１】
　以上のような構成とすることにより、本実施形態に係るメディア収納ケースＣは、メデ
ィア収納ケースＣを綴じ込んで保管する場合、自由端からベース１が開成することもなく
、ファイルに複数のメディア収納ケースＣを綴じ込んだ場合であってもメディア収納ケー
スＣが不必要に展開状態（Ｑ）となってしまい、所要の光ディスクＤ等の検索に手間を要
するものとなってしまうことや、折り畳んだベース１が開成してファイルの他端部１ｃか
らさらにはみ出してしまうという不具合を有効に回避することができる。そうすることに
より、より収納しやすく、且つより整理し易いメディア収納ケースＣとなっている。
【００３２】
　折畳状態（Ｐ）においてもポケット４に収納したものを明確に視認するために本実施形
態では、ベース１の他端部１ｃまでポケット４を形成するとともに折畳状態（Ｐ）におい
てベース１の他端部１ｃの内側を露出させ、ポケット４の内部をベース１の端縁の内側を
視認可能に構成することにより見出し部４１１ｄを設けている。
【００３３】
　そして特に、所要の光ディスクＤの検索を迅速に行い得るものとするためには、折畳状
態（Ｐ）におけるベース１の他端部１ｃに自由端を設定し、当該自由端に保持片６を設け
ている。
【００３４】
　また本実施形態では、光ディスクＤや付属物Ｊの収納や取り出しを速やかに行い得るも
のとするために、展開状態（Ｑ）としたポケット４の開口端においてベース１とポケット
形成部材２とを自由に接離させ得る挿入補助部を設けたものとしている。
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【００３５】
　そして光ディスクＤを好適に収納しつつベース１に面するポケット４をさらに開口させ
易いものとするために本実施形態では、図５に特に示すように、ベース１とポケット形成
部材２との間の空間を複数のポケット４に仕切る保護シート３をさらに有するものとし、
ベース１に面するポケット４の開口端においてポケット形成部材２と保護シート３とを重
層させたものとしている。
【００３６】
　また本実施形態では、ベース１に面するポケット４の開口端においてポケット形成部材
２を重層させて、重層させて形成したポケット形成部材２が、さらに他のポケット４とし
ての帯収納部４２３を形成することにより、メディアたる光ディスクＤのみならず、当該
光ディスクＤの購入時に付帯している種々の付属物Ｊを整理し易い構成となっている。
【００３７】
　光ディスクＤをさらに収納及び取り出し易いものとするために本実施形態では、ポケッ
ト４であるディスク収納部４１２の開口端の中央に位置付けたスリット４１２ｃをさらに
設けている。
【００３８】
　＜変形例１＞
　以下に、本実施形態の変形例について詳述する。なお斯かる変形例並びに以下の各変形
例において、上記実施形態と同様の構成要素については同じ符号を付し、その詳細な説明
を省略するものとする。
【００３９】
　本変形例に係るメディア収納ケースＣ１は、図６及び図７に示すように、市販のいわゆ
る２枚組みＣＤとして発売されているものに対応するためのものである。具体的には、上
記実施形態と略同じ綴じ部５、保持片６及び見出し部４１１ｄに加え、ベース１、ポケッ
ト形成部材２及び保護シート３を適宜構成することによって、ジャケット収納部４１１並
びにディスク収納部４１２に対して、折畳線１ｄを介して略対称にジャケット収納部４２
１並びにディスク収納部４２２を形成したものである。
【００４０】
　そして本変形例に係るメディア収納ケースＣ１は、特に図６に示すように、上記実施形
態の帯収納部４２３の代わりに、ベース１における挿入補助部４１１ａ近傍に、ポケット
４たるジャケット収納部４１１の開口縁に沿って延出するとともに延出方向に直交する方
向の両端のみをベース１に止着した架設帯７をさらに設けることによって、上記実施形態
と同様に帯状の付属物Ｔを挟ませるなどして好適にメディア収納ケースＣ１内に保持し得
るようにしたものである。
【００４１】
　＜変形例２＞
　また本発明に係るメディア収納ケースＣ２は、図８乃至図１０に示すように、ベースの
寸法を市販されているＤＶＤジャケットに対応し得るサイズとしたものである。そしてメ
ディア収納ケースＣ２は、上記実施形態と同じ態様であるディスク収納部４１２に隣接さ
せて、開口端においてポケット形成部材２と保護シート３とを接離させ得る収納補助部４
１３ａを有している帯収納部４１３を設けるとともに、当該帯収納部４１３に対面する側
のジャケット収納部４２１には、開口端の中央から伸びるスリット４２１ｃを設けること
により、挿入補助部４２１ａとともにジャケットなどの付属物Ｊをより挿入し易く構成し
ているものである。
【００４２】
　このように本変形例によれば、ＤＶＤとして市販される態様の商品に対しても好適に適
応させることができる。
【００４３】
　＜変形例３＞
　上記変形例では１枚のＤＶＤを収納するための態様を開示したが、本変形例に係るメデ
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ィア収納ケースＣ３は図１１に示すように、２枚のＤＶＤすなわち光ディスクを収納する
ための態様を図示している。
【００４４】
　具体的には、このメディア収納ケースは、上記変形例２に示したジャケット収納部４１
１、ディスク収納部４１２並びに帯収納部４１３を同様に形成するとともに、これらジャ
ケット収納部４１１、ディスク収納部４１２並びに帯収納部４１３に対して折畳線１ｄを
介して略対称に形成される同様の構成を有するジャケット収納部４２１、ディスク収納部
４２２並びに帯収納部４２３を有しているものである。すなわち、同図に図示している挿
入補助部４２１ａ、４２２ａ、４２３ａ及びスリット４２３ｃに関しても同様の構成並び
に作用を有している。
【００４５】
　このように本変形例に係るメディア収納ケースによれば、２枚組ＤＶＤとして市販され
る態様の商品に対しても好適に適用させることができる。
【００４６】
　＜変形例４＞
　また、上記実施形態では、ベース１の一端部１ｂに綴じ部５を形成するとともに他端部
１ｃに保持片６を設けた態様のみを開示したが、本変形例に係るメディア収納ケースＣ４
は図１２及び図１３に示すように、一端部１ｂに綴じ部５並びに保持片６を設けるととも
に、他端部１ｃにベース１の折畳線１ｄを位置付けたものとしてもよい。このようなもの
であれば、展開状態（Ｑ）でベース１を直線状に伸長させることによって閲覧し得るもの
となる。そして保持片６によって、折り畳んだベース１が開成してファイルの他端からさ
らにはみ出してしまうという不具合を有効に回避することができるものとなっている。
【００４７】
　以上、本発明の実施形態について説明したが、各部の具体的な構成は、上述した実施形
態のみに限定されるものではなく、本発明の趣旨を逸脱しない範囲で種々変形が可能であ
る。
【００４８】
　例えば上記のメディア収納ケースは二つ折りの態様のもののみを開示したが、勿論、３
つ折りの態様や、４つ以上折り畳む態様などを適用しても良い。
【００４９】
　特に、上記実施形態に係る構成と上記変形例に係る構成は、それぞれ別々に採用される
ものではなく、本発明は、上述した全ての構成を適宜組み合わせることにより、上記の構
成以外にも種々の構成を有するメディア収納ケースを構成し得るものである。例えば、Ｄ
ＶＤ収納用のメディア収納ケースに架設帯の構成を適用することも、勿論可能である。
【００５０】
　その他、各部の具体的構成についても上記実施形態に限られるものではなく、本発明の
趣旨を逸脱しない範囲で種々変形が可能である。
【図面の簡単な説明】
【００５１】
【図１】本発明の一実施形態に係るメディア収納ケースを示す外観図。
【図２】同メディア収納ケースの展開状態を示す図。
【図３】同メディア収納ケースの折畳状態を示す正面図。
【図４】同メディア収納ケースの要部拡大図。
【図５】同メディア収納ケースの作用説明図。
【図６】同実施形態の変形例１に係るメディア収納ケースの展開状態を示す図。
【図７】同メディア収納ケースの作用説明図。
【図８】同実施形態の変形例２に係るメディア収納ケースを示す外観図。
【図９】同メディア収納ケースの展開状態を示す図。
【図１０】同メディア収納ケースの折畳状態を示す図。
【図１１】同実施形態の変形例３に係るメディア収納ケースの展開状態を示す図。
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【図１２】同実施形態の変形例４に係るメディア収納ケースの折畳状態を示す正面図。
【図１３】同メディア収納ケースの展開状態を示す図。
【符号の説明】
【００５２】
１…ベース
２…ポケット形成部材
３…保護シート
４…ポケット
４１１ａ、４１２ａ、４１３ａ…挿入補助部
４２１ａ、４２２ａ、４２３ａ…挿入補助部
４２３…他のポケット（帯収納部）
４１２ｃ、４２１ｃ、４２２ｃ…スリット
４１１ｄ…見出し部
５…綴じ部
６…保持片
Ｃ、Ｃ１、Ｃ２、Ｃ３、Ｃ４…メディア収納ケース
Ｄ…メディア（光ディスク）
Ｐ…折畳状態
Ｑ…展開状態

【図１】 【図２】
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